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ので，参考にしてみるとよいと思う 2)。
全体会 Iではさらに，泊まり込みで行う rFD合宿
セミナー」についての報告があった。これは，京都大
学と北海道大学および山形大学のFD担当教員が行っ
ていた rFD合宿セミナーJや「公開授業と検討会J
をアレンジしたものである。この FD活動によって，
教員各個人が独自に行っている授業の工夫点が教員組
織全体に広く知らしめられ，授業改善に対しての教員
全体の意識が変わってきたそうである。
以上のように，授業改善に向けてのさまざまな取り
組みを，山形大学をはじめいろいろな大学が行ってい
ることを知ることができ，大変有意義であった。その
一方で， FDは， しっかりした理念と熱意を持つ担当
教員がリーダーシッフを発揮して取り組まなければ，
小手先だけのアリバイ作りに堕してしまうとのこと
で，そうなってしまうと FDとしての効果がないだけ
でなく，授業改善に向けて教員の協力もより得がたく
なってしまうとのことであった。またこれには，教員
以外の大学職員の協力も重要であるとのことで， SD 
研修会の重要性についても論考していた。
2 分科会
「アクティブラーニングと FDJ， r教育の質保証と
IRJそして「高大連携・初年次教育・キャリア教育J
の3つの分科会があり，表 lに示す話題が提供され，
それぞれの話題ごとに討論した。分科会は3つの会場
で別々に開催され，私は初年次教育に興味があったの
で第3分科会に参加した。この分科会は話題が多かっ
たため，そのうち 3つは "-'10)が第2分科会の会場
で提供されることになり， これらは聞くことができな



